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研究成果の概要（和文）：本研究では、関節リウマチ患者のサルコペニアの新規発症数とリスク要因を明らかに
することを目的に調査を行った。縦断研究の結果、ベースライン時にサルコペニアではなかった関節リウマチ患
者の24％が5年後にサルコペニアを新規発症しており、低栄養状態はサルコペニアの新規発症のリスク要因であ
ることが明らかになった。また、血中25 hydroxy vitamin D濃度の低値は重症サルコペニアと関連することが示
唆された。

研究成果の概要（英文）：We aimed to investigate risk factors for the new onset of sarcopenia in 
patients with rheumatoid arthritis (RA). Our longitudinal study found that 24% of RA patients 
without sarcopenia at baseline developed sarcopenia after 5 years, and lower nutritional status was 
a risk factor for new-onset sarcopenia. It was also suggested that low serum 25 hydroxy vitamin D 
was associated with severe sarcopenia.

研究分野：老年看護学　慢性看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
サルコペニアは様々な疾患と関連するという報告がされており、疾患別では関節リウマチがサルコペニアと一番
関連が強い疾患とされている。本研究では、低栄養状態が関節リウマチ患者におけるサルコペニアの新規発症の
リスク要因であることを明らかにした。サルコペニアの予防や改善には一般的に栄養や運動が効果的であるとさ
れているが、十分なエビデンスはなく、本研究結果で示されたリスク要因は関節リウマチ患者におけるサルコペ
ニアの予防方法や改善方法を検討する上で学術的意義として重要となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 サルコペニアは、加齢や炎症性疾患に伴って生じる進行性および全身性の骨格筋量や骨格筋
力の低下を特徴とする症候群であり、転倒や骨折、ADL・QOL の低下、フレイルの原因となる。サ
ルコペニアは加齢によって発症するものと、炎症性疾患など加齢以外で発症するものがある。
我々は以前の研究で関節リウマチ患者の 37.1％（高齢関節リウマチ患者の 51％）にサルコペニ
アが合併すること、サルコペニアを合併した関節リウマチ患者は骨折や転倒の割合が高いこと、
また、サルコペニアの合併には年齢、罹病期間、Stage（関節破壊の進行度）、低栄養が促進因子
であり、生物学的製剤の使用は抑制的な関連因子であることを報告してきた。関節リウマチ患者
の筋力低下はよく知られているが、握力や歩行機能を総合的に評価した報告は少なく、サルコペ
ニアの関連因子は明らかになったがリスク因子は明らかになっていない。また、筋委縮に関連す
るマーカーはいくつか報告されているが、関節リウマチ患者におけるサルコペニアの特異的な
マーカーについての報告は少なく、確立されていない。 
 そこで本研究は、関節リウマチ患者におけるサルコペニアの新規発症数と新規発症のリスク
要因を明らかにすること、関節リウマチ患者におけるサルコペニアの生化学的評価をすること
を目的とした。 
 また、サルコペニアに関連するものとしてフレイルやカヘキシア、ロコモティブシンドローム
が注目されている。フレイルは身体的フレイル、精神的フレイル、社会的フレイルで構成されて
おり、サルコペニアは身体的フレイルの中核を担い、フレイルサイクルの重要な鍵となる。フレ
イルやカヘキシアはサルコペニアとオーバーラップしているとされているが十分に調査されて
いない。そこで、本研究では関節リウマチ患者におけるサルコペニアがフレイルやカヘキシア、
ロコモティブシンドロームに及ぼす影響についても検討する。 
 
２．研究の目的 
 関節リウマチ患者におけるサルコペニアの新規発症数とそのリスク要因を明らかにすること
とサルコペニアの生化学的評価をすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
京都大学医学部附属病院リウマチセンターでは通院する関節リウマチ患者対象に 2011 年より
毎年質問紙を用いて転倒や骨折、HADS（不安と抑うつ）、生活面や ADL に関する調査を行ってい
る。これらの質問紙の情報や罹病期間、疾患活動性（DAS28-ESR）、HAQ-DI、Steinbrocker’s stage、
投薬状況（ステロイド、MTX、生物学的製剤）などの日々の診療記録は KURAMA（The Kyoto 
University Rheumatoid Arthritis Management Alliance）データベースに登録されている。2014
年度、2019 年度はサルコペニアやフレイルの調査を行い、筋肉量、筋力、歩行スピードの測定
を行い、AWGS(Asian Working Group for Sarcopenia)の基準を用いてサルコペニアの診断を行
った。2019 年度はロコモティブシンドローム調査を実施し、立ち上がりテスト、ロコモ 25質問
紙、２ステップテストを実施した。 
 
４．研究成果 
 (1)RA 患者におけるサルコペニアのリスク因子（縦断研究） 
2014 年度のベースライン時にサルコペニアではなかった関節リウマチ患者の 24％が５年後の
2019 年度にサルコペニアを新規発症していた。サルコペニアの新規発症には低栄養状態がリス
ク因子であることが示唆された。 
また、本研究では HADS の縦断データを用い、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパン
デミック前、パンデミック中における RA患者の不安とうつの有病率について調べた。RA患者の
不安のレベルはパンデミック前よりも高くなっており、生物学的製剤の使用者や前年の身体障
害スコアが高い患者では HADS の不安スコアが高くなった。うつのスコアはパンデミック前とパ
ンデミック中で変化がなかったが、COVID-19 のパンデミック後にうつの疑いを報告する患者の
数は増加した。以上より COVID-19 のパンデミックを通して RA 患者が様々な心理的な負担をか
けられている実態を明らかにした。 
さらに、COVID-19 に対する認識や行動変容についての調査を行い、ヘルスリテラシーなどの
患者特性との関係について調べ、ヘルスリテラシーが低く、COVIS-19 に対する知識が乏しい RA
患者は日常生活習慣の変更や予防行動を実施していない傾向にあることを明らかにした。 
 
 (2）関節リウマチ患者におけるサルコペニアの生化学的評価 
 血中血中 25 hydroxy vitamin D 濃度の低値がサルコペニアやフレイルの悪化に関与する可能
性は複数報告されている。本研究においてサルコペニアと血中 25 hydroxy vitamin D 濃度の関
連について検討したところ、血中 25 hydroxy vitamin D 濃度の低値は重度のサルコペニアと関
連することが明らかになった。 
 
 (3)関節リウマチ患者におけるサルコペニアとフレイル・ロコモティブシンドロームとの関係 



 サルコペニア・フレイルとの関連を検討したところ、魚食が RA 患者のフレイル改善と相関し
ていることを明らかにした。ロコモティブシンドロームについては解析中である。 
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